
味の素株式会社

＜目標・取組＞
１．生活者との豊富な接点を活かし、うま味によるおいしい減塩の実践を支援

⚫ 7億人の生活者との接点を活かして、うま味による減塩の認知を高め、より多くの人
びとがおいしさを損なうことなく減塩を実践できるように支援します。

２．健康に役立つ製品の提供により、生活者の健康増進に貢献
⚫ 味の素グループ栄養プロファイリングシステム（ANPS）を製品開発に活用します。

そして、おいしさを大切にしつつ、栄養価値を高めた製品の割合を2030年度までに
60%に増やします。

⚫ 栄養価値を高めた製品のうち、「おいしい減塩」「たんぱく質摂取」に役立つ製品を、
2030年度までに年間4億人に提供します。

⚫ アミノ酸の生理機能・栄養機能を活用し、2030年度までに、健康に貢献する製品
の利用機会を2020年度と比べて2倍に増やします。

３．健康や栄養改善に役立つ情報の提供により、生活者の意識・行動変容を支援
⚫ 健康と栄養改善に役立つ情報や実践しやすく食習慣の改善につながるメニュー・レシ

ピを提供し、おいしく栄養バランスの良い食事の実践と健康的な生活を支援します。
４．従業員の栄養リテラシー向上

⚫ 職場での健康的な食事の提供、栄養教育、健康診断、産育休制度を推進し、全従
業員の健康維持・増進を図ります。

⚫ 2025年度までに、従業員向けの栄養教育をのべ10万人に対し実施します。

＜関連情報＞

⚫味の素株式会社「栄養コミットメント」発表

⚫味の素グループ統合報告書2021

「10億人の健康寿命の延伸」
私たちは、2030年までに、生活者との接点を現在の7億人から増やすとともに、
「妥協なき栄養」のアプローチにより以下の取組みを進め、おいしさに加え栄養
の観点で顧客価値を高めた製品・情報を提供することで、10億人の健康寿命
の延伸に貢献します。

【味の素グループの概要】

味の素グループは、“アミノ酸のはたらき”で食習慣や高齢化に伴う課題を解決し、人々のウェルネスを共創する、食と健康の課
題解決企業を目指しています。

私たちは、“Eat Well, Live Well.”をコーポレートメッセージに、アミノ酸が持つ可能性を科学的に追求し、事業を通じて地域
や社会とともに新しい価値を創出することで、さらなる成長を実現してまいります。

味の素グループの2020年度の売上高は1兆714億円。世界35の国・地域を拠点に置き、商品を販売している国・地域は
130以上にのぼります(2021年現在)。詳しくは、www.ajinomoto.co.jp をご覧ください。

（アクションプランにおいて賛同する項目）

☑ 食料システムの変革 ☑ 個人の栄養に関する行動変容の促進

☑ 食関連産業のイノベーションの推進 ☑ 途上国・新興国の栄養改善への支援

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/presscenter/press/detail/2021_11_04_03.html
https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/ir/library/annual/main/011/teaserItems1/00/linkList/00/link/Integrated%20Report%202021_J_A3.pdf
http://www.ajinomoto.co.jp/



